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母
校
の
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、一
昨
年
の
９
月
、学
校
、ｐ
Ｔ

Ａ
、
後
援
会
、
西
麗
会
の
間
で
創
立
90

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、「
90
周
年
記
念
誌
」編
集
作
業
や

記
念
講
演
会
の
準
備
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。実

行
委
員
の
皆
様
の
献
身
的
な
働
き
に
よ
り
、
立
派
な
記
念
誌
を

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
は
、令
和
６
年
11
月
１
日（
金
）

に
は
、埼
玉
会
館
に
お
い
て
、本
校
卒
業
生
で
テ
レ
ビ
朝
日
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
小
木
逸
平
氏
を
お
招
き
し

て
90
周
年
記
念
講
演
を
開
催
し
、盛
況
の
中
、無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
木
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
巧
み
な
話
術
も
相
ま
っ
て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
思
い
出
深
い
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。90
周
年
事
業
実
行
委
員
長
と
し
て
、
改
め
て
、
多
く
の
実
行

委
員
の
皆
様
と
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｓ（
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
）を

中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
事
業

も
、多
く
の
皆
様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
完
成
し
、
昨
年
11
月
に
人
工
芝
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。人
工
芝
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
は
、こ
れ
か
ら
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、新
た
な
歴
史
を

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。現
在
、西
麗
会
役
員
と
し

て
西
高
に
関
わ
る
私
た
ち
は
、
今
後
と
も
母
校
と
生
徒
の
皆
さ

ん
を
全
力
で
応
援
し
な
が
ら
、
母
校
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な「
竹
の
節
目
」に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
創
立
90
周
年
の
節
目

の
年
で
し
た
。
特
に
式
典
等
は
実
施
せ

ず
、
各
行
事
に
90
周
年
の
冠
を
つ
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

〇�

４
月
８
日
、
第
79
回
入
学
式
が

３
５
９
名
の
新
入
生
を
迎
え
て
マ
ス

ク
な
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
Ｕ
Ｎ
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

６
日
間
に
わ
た
り
校
内
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

〇�
５
月
２
日
、
修
学
旅
行
の
練
習
を
兼

ね
て
第
２
学
年
校
外
学
習
（
羽
田
空

港
・
上
野
公
園
）が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

〇�

５
月
５
日
、「
浦
和
西
高
校
90
周
年

記
念
特
別
演
奏
会
」
と
題
し
て
、
管

弦
楽
部
定
期
演
奏
会
が
さ
い
た
ま
市

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

〇�

５
月
31
日
、
第
１
学
年
の
校
外
学
習

（
お
台
場
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

〇�

６
月
５
日
、
第
74
回
体
育
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
ク
ラ
ス
カ

ラ
ー
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
青
空
に
映
え
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
を

競
っ
て
い
ま
し
た
。

〇�

９
月
７
日
～
８
日
、
第
74
回
西
高
祭

が
開
催
さ
れ
、
初
日
に
１
、７
０
０

名
、
２
日
目
に
は
３
、０
０
０
名
を

超
え
る
一
般
参
加
者
を
迎
え
る
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

〇�

11
月
７
日
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム

２
０
０
２
に
て
、
第
45
回
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〇�

本
会
会
員
の
赤
井
励
さ
ん
（
昭
和
45

年
卒
）
が
２
０
２
３
年
に
出
版
し
た

『
日
本
の
洋
楽
は
オ
ル
ガ
ン
か
ら
始

ま
っ
た
』（
22
世
紀
ア
ー
ト
刊
）
は

第
27
回
日
本
自
費
出
版
文
化
賞
（
研

究
・
評
論
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
会
会
員
で
２
０
０
６
年
卒
業
の
島

田
雄
太
さ
ん
が
２
０
２
４
年
10
月
11
日

に
１
年
生
対
象
の
進
路
講
演
会
で
「
人

に
や
さ
し
く
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
高
で
は
Ｍ
Ａ
に
入

部
／
「
考
え
る
こ
と
が

好
き
」
で
法
政
大
学
哲

学
科
に
進
学
／
ジ
ャ
ズ
、

更
に
早
稲
田
大
学
の
レ

ゲ
エ
サ
ー
ク
ル
入
会
／

卒
業
後
も
音
楽
活
動
を

優
先
等
の
経
歴
を
話
さ

れ
た
後
、「
あ
な
た
は
何

と
出
会
う
？
：
私
は
音
楽
！
」、「
勉
強

の
大
切
さ
に
つ
い
て
：
知
識
の
ア
ン
テ

ナ
は
ぜ
ひ
育
て
て
ほ
し
い
」、「
仕
事
を

す
る
、
働
く
と
い
う
こ
と
：
誰
か
の
た

め
に
な
る
こ
と
を
や
っ
て
欲
し
い
！
」、

「
今
、
や
る
べ
き
こ
と
：
勉
強
す
る
ク

セ
を
付
け
る
／
想
像
力
を
身
に
付
け
る

→
相
手
の
こ
と
を
想
像
す
る
→
隣
の
人

に
や
さ
し
く
す
る
」
が
『
伝
え
た
か
っ

た
テ
ー
マ
で
す
』
と
静
か
に
熱
意
を
込

め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
最
後
に
、
今
日
の
講
演
会
に
推
薦

し
て
く
れ
た
同
級
生
の
佐
藤
慶
祐
君
が

７
月
に
急
逝
し
て
い
ま
す
。
佐
藤
君
の

こ
と
も
思
い
な
が
ら
、話
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
君
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。」

と
の
言
葉
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
慶
祐
さ
ん
は
、
２
０
２
１
年
の

未
来
の
種
で
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

文
責　

泉
名
泰
之
（
昭
和
54
年
卒
）

情報

交差点

情報

交差点

 

未
来
の
種　

２
０
２
４

島
田
　
雄
太
さ
ん

　
　
西
麗
会
会
長　

島
﨑
　
富
夫
（
昭
和
45
年
卒
）

母
校
の
創
立
90
周
年
の
節
目
を
越
え
て
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〜
出
欠
は
が
き
か
ら
〜

●
東
松
山
市
　
荒
井
　
桂
（
社
会
）

　

練
達
の
先
生
方
の
多
か
っ
た
西
高
に
新

米
教
師
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
私

ど
も
も
、
教
育
界
を
退
い
た
後
様
々
な
仕

事
に
携
わ
り
、
米
寿
の
齢
ま
で
一
応
元
気

で
須
杖
の
日
々
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

●
さ
い
た
ま
市
　
臼
木
　
恵
二
（
音
楽
）

　

七
十
九
歳
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
で
お

り
ま
す
。
時
々
卒
業
生
と
お
会
い
す
る
時

も
あ
り
、
当
時
を
思
い
出
し
、
な
つ
か
し

ん
で
お
り
ま
す
。

●
さ
い
た
ま
市
　
岡
本
　
清
（
地
学
）

　

毎
年
、
会
報
を
送
付
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
高
の
美
し
い
斜
面

林
を
季
節
毎
に
コ
ッ
ソ
リ
眺
め
に
出
掛
け

て
い
ま
す
。
再
任
用
も
満
了
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
理
科
を
教
え
て
い
ま
す
。

●
西
東
京
市
　
荻
山
　
安
子
　（
国
語
）

　

退
職
し
て
４
年
目
、今
年
は
「
源
氏
物
語
」

の
年
と
読
み
直
し
始
め
ま
し
た
。

　

石
山
寺
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
大

河
効
果
で
大
へ
ん
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

●
さ
い
た
ま
市
　
小
幡
　
洋
子
（
国
語
）

　

今
年
非
常
勤
講
師
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ク
８
年
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
を
見
た

か
っ
た
。
予
想
外
の
我
が
脳
・
体
力
の
後

退
に
直
面
し
、
刺
激
的
。
否
応
な
く
若
が

え
り
そ
う
で
す
。

●
さ
い
た
ま
市
　
小
林
　
功
（
国
・
司
）

　

西
麗
会
顧
問
小
林
茂
水
さ
ん
の
訃
報
に

接
し
、
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

入
学
式
や
卒
業
式
の
来
賓
祝
辞
で
「
大
き

な
夢
を
持
ち
、
そ
し
て
実
現
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。」
と
西
高
生
に
語
り
か
け
た
姿
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
さ
い
た
ま
市
　
柴
田
　
久
美
子
（
国
語
）

　

40
代
か
ら
腰
や
膝
な
ど
い
つ
も
ど
こ
か

が
不
調
で
し
た
。
離
職
後
、
体
操
と
筋
ト

レ
に
通
い
始
め
た
と
こ
ろ
、
体
調
改
善
、

体
力
向
上
！　

脚
と
口
の
達
者
な
高
齢
者

を
め
ざ
そ
う
と
思
い
ま
す
。
谷
川
さ
ん
の

授
業
に
参
加
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
別

の
会
が
あ
り
残
念
！

●
さ
い
た
ま
市
　
菅
原
　
鉄
也
（
国
語
）

　

川
口
青
陵
高
校
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
息
子
と
共
に
海
岸
沿
い
の

日
本
一
周
旅
行
を
達
成
。
延
べ
、
90
日
間

に
及
ぶ
旅
で
し
た
。
そ
の
中
で
鳥
取
県
の

投
入
堂
は
圧
巻
で
し
た
。

●
上
尾
市
　
楚
山
　
大
和
（
英
語
）

　

七
十
八
歳
に
な
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら

ず
趣
味
の
骨
董
市
巡
り
と
古
文
書
の
勉
強

を
や
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
五
月
六
日
に

一
九
七
九
年
卒
業
生
の
同
窓
会
に
参
加
致

し
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
、出
席
者
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
さ
い
た
ま
市
　
仲
西
　
駿
策
（
保
体
）

　

二
〇
二
三
年
四
月
、
小
生
の
米
寿
を

祝
う
会
を
ブ
リ
ラ
ン
テ
大
宮
で
教
え
子

八
十
八
人
が
祝
っ
て
く
れ
た
。
魂
の
こ
も
っ

た
顔
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ

チ
は
「
命
」
で
す
。
昔
日
の
奪
冠
を
期
す
。

●
川
越
市
　
中
村
　
正
美
（
英
語
）

　

今
年
の
四
月
よ
り
縁
あ
っ
て
浦
和
の
県

立
高
校
に
勤
め
て
い
ま
す
。
新
任
で
お
世

話
に
な
っ
た
浦
和
西
高
校
を
思
い
出
し
ま

す
。
人
生
は
一
生
働
く
こ
と
の
で
き
る
時

代
と
思
い
、感
慨
一
入
（
ひ
と
し
お
）
で
す
。

●
さ
い
た
ま
市
　
藤
川
　
美
江
（
数
学
）

　

昨
年
度
末
に
退
職
致
し
ま
し
た
。
下
の

子
が
一
歳
の
と
き
に
着
任
し
た
西
高
で
の

十
年
が
我
が
家
の
思
い
出
と
重
な
り
ま
す
。

共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

●
鴻
巣
市
　
丸
山
　
光
夫
（
数
学
）

　

西
麗
会
会
報
48
号
を
お
届
け
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
と
て
も

懐
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
さ
い
た
ま
市
　
森
本
　
恵
美
子
（
国
語
）

　

四
月
末
、
奈
良
に
出
掛
け
ま
し
た
。
金

峯
山
寺
の
秘
仏
ご
本
尊
、
蔵
王
大
権
現
を

拝
観
し
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

上
木
崎
に
住
む
孫
と
、
時
々
西
高
通
り
界

隈
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

●
川
越
市
　
吉
沢
　
義
和
（
書
道
）

　

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
高
に
は
わ
ず
か
四
年
間
の
勤
務
で
し
た
。

そ
の
後
、
文
教
大
学
に
て
教
職
を
終
り
ま

し
た
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
川
口
市
　
吉
住
　
香
織
（
英
語
）

　

２
０
２
３
年
秋
開
催
の
１
９
８
４
年
卒

業
の
同
窓
会
で
、
教
員
と
し
て
初
め
て
担

任
し
た
西
高
生
と
再
会
。
み
な
さ
ん
の
ご

活
躍
を
喜
び
、
懐
か
し
い
思
い
出
を
共
有

し
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
五
月
二
十
六
日
に
開
催
の
西
麗
会

総
会
の
案
内
状
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
先
生
方

の
返
信
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

あ
の
先
生
は
今

訃
　
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

山
口
畑
一
先
生
（
社
会
科
）

2
0
2
3
年
８
月
８
日
、
主
人
は
他
界

致
し
ま
し
た
。
ご
連
絡
が
遅
く
な
り
ま

し
て
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

�

妻
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会
員
訃
報

�

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴
木（
高
橋
）栄
子（
昭
和
23
年
卒
）　
上
尾
市

九
十
四
才
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
妹
二
人
も

弟
の
嫁
も
娘
の
婿
さ
ん
も
西
高
出
身
な
の

で
、
母
校
の
発
展
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
ま
す
。
水
泳
部
の
こ
と
も
よ
ろ
し
く
頼
み

ま
す
。

加
藤（
矢
部
）正
納（
昭
和
30
年
卒
）　
上
尾
市

私
り
そ
な
銀
行
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
業

務
改
革
、
資
産
運
用
の
新
未
来
像
e
t
c
．

を
人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
て
提
案
。

新
終
活
対
策
も
。

田
島（
今
尾
）洋
子（
昭
和
31
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

西
麗
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
！！

運
転
免
許
を
返
納
し
、
常
任
委
員
の
お
役
を

退
き
八
十
六
才
に
な
る
現
在
も
、
テ
ニ
ス
・

ピ
ア
ノ
・
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
老
々
介
護
の

毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

長
谷
川（
藤
井
）愿
子（
昭
和
32
年
卒
）　
国
立
市

私
の
実
家
は
西
高
の
南
側
バ
ス
停
前
に
あ
り

ま
す
の
で
校
庭
が
整
備
さ
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
今
は
、
コ
ー
ラ
ス
や
手

の
ひ
ら
バ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

沢
村（
前
川
）栄
子（
昭
和
34
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

八
十
四
才
に
な
り
何
を
す
る
に
も
動
作
が
遅

く
予
定
を
立
て
て
も
終
わ
ら
ず
、
い
ら
立
ち

を
覚
え
ま
す
が
人
の
世
話
に
な
ら
ず
に
日
常

生
活
は
何
と
か
な
る
の
で
〝
こ
れ
で
良
し
と

し
よ
う
〟と
思
っ
て
ま
す
。

髙
橋
　
衛（
昭
和
35
年
卒
）　
港
区

昨
年
十
二
月
に
石
垣
島
・
西
表
島
を
旅
し
ま

し
た
。
原
生
林
は
コ
ロ
ナ
前
に
行
っ
た
国
後

島
に
似
て
歩
行
困
難
で
し
た
。
何
故
か
西
高

英
語
部
で
上
演
し
た「
ベ
ニ
ス
の
商
人
」を
思

い
出
し
ま
し
た
！？

杉
田（
星
野
）香
津
江（
昭
和
35
年
卒
）　
蓮
田
市

先
日
ほ
ん
と
に
久
し
ぶ
り
、
な
つ
か
し
く
て

西
高
あ
た
り
を
散
歩
し
た
。
か
わ
ら
ず
校
門

は
な
か
っ
た
が
、
西
高
生
が
ま
ぶ
し
く
見
え

ま
し
た
。
蓮
田
市
在
住
で
す
。

松
田
正
剛（
昭
和
35
年
卒
）　
三
鷹
市

両
側
の
林
が
校
門
、
坂
道
を
登
る
と
新
校

舎
。
屋
上
か
ら
は
遠
く
筑
波
山
を
眺
め
た
良

き
青
春
の
一
頁
で
し
た
。
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

八
木
　
正（
昭
和
35
年
卒
）　
大
町
市

腰
を
痛
め
木
工
作
業
を
止
め
て
ま
し
た
が

「
在
庫
な
し
」
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
「
や
っ

ぱ
り
好
き
な
ん
だ
」
と
気
付
き
、
無
垢
板
小

物
家
具
の
作
成
を
再
開
し
た
。
御
蔭
で
元
気

に
や
っ
て
ま
す
。

吉
村
克
昌（
昭
和
35
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

サ
ッ
カ
ー
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
な
！！

サ
ッ
カ
ー
部
が
ん
ば
れ
！！

神
谷
尚
武（
昭
和
36
年
卒
）　
伊
勢
原
市

父
が
海
上
自
衛
官
の
関
係
で
小
学
4
校
、
中

学
3
校
、
高
校
2
校
と
9
校
を
体
験
。
中
で

最
も
佳
き
思
い
出
は
佐
世
保
の
清
水
中
と
西

高
。
特
に
西
高
校
歌
と
の
出
会
い
は
吾
が
生

涯
最
大
の
慶
び
で
す
。
西
高
よ
永
遠
な
れ
♪

斎
須（
小
池
）祥
子（
昭
和
36
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

昨
年
四
月
三
十
日
で
落
語
芸
術
協
会
の
お
囃

子
の
仕
事
を
や
め
ま
し
た
。

三
十
年
間
落
語
の
世
界
に
居
て
爆
笑
で
は
な

く
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
笑
い
こ
そ
こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

齋
藤
庸
夫（
昭
和
36
年
卒
）　
蓮
田
市

令
和
6
年
3
月
で
小
学
校
社
会
科
副
読
本

「
は
す
だ
」
作
成
の
仕
事
を
終
わ
り
に
し
ま
し

た
。
小
学
校
籍
に
な
っ
て
か
ら
37
年
間
続
け

て
い
ま
し
た
。
若
い
先
生
方
の
育
ち
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

島
宗
俊
郎（
昭
和
36
年
卒
）　
名
古
屋
市

今
年
、
私
の
住
む
愛
知
県
の
、
知
多
四
国
霊

場
九
十
八
ヶ
所
の
札
所
寺
院
を
歩
い
て
廻
り

ま
し
た
。
約
一
九
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

健
康
第
一
。

宮
﨑
通
泰（
昭
和
36
年
卒
）　
比
企
郡

医
療
法
人
娯
生
会
と
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
を
妻
と
娘
達
と
運
営
し
て

い
ま
す
。
産
婦
人
科
医
と
し
て
も
週
三
日
診

療
し
て
い
ま
す
。

松
村（
斉
藤
）喜
美（
昭
和
18
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

母
は
令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
、
九
十
七
歳
に

て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
西
麗
会
の
お
仕
事
を

さ
せ
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
御

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

長
女

井
上（
金
田
）昭
子（
昭
和
19
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

井
上（
旧
姓　

金
田
）昭
子
は
令
和
五
年
十
二
月

十
四
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。享
年
九
十
六
歳
。

田
島（
大
谷
）良
子（
昭
和
20
年
卒
）　
鴻
巣
市

母　

良
子
は
令
和
6
年
10
月
5
日
、
九
十
六

歳
で
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

二
男

中
塩（
半
田
）百
合
子（
昭
和
20
年
卒
）　
石
巻
市

令
和
六
年
三
月
四
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

栁
澤（
島
田
）照
子（
昭
和
22
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

母
は
令
和
五
年
十
二
月
に
九
十
四
歳
に
て
永
眠

い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
連
絡
と
共
に
生
前

の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

長
男

白
戸
道
代（
昭
和
22
年
卒
）　
新
宿
区

白
戸
道
代
は
昨
年
、
二
〇
二
三
年
四
月

二
十
四
日
に
他
界
し
ま
し
た
。
九
十
三
才
で
穏

や
か
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
晩
年
ま
で
ピ
ア
ノ
教

師
と
し
て
、
そ
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
生

き
ま
し
た
。�

姪

萩
原
菊
江（
昭
和
26
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
、
九
十
二
歳
で
永

眠
致
し
ま
し
た
。
長
い
間
ご
連
絡
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
藤
和
順（
昭
和
30
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

令
和
5
年
5
月
25
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

報
告
が
遅
く
な
り
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

�

長
男

貝
瀬（
和
田
）文
子（
昭
和
30
年
卒
）　
練
馬
区

西
麗
会
会
報
ご
送
付
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

題字・カット
山本鐘互

（昭和40年卒）
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林
野
　
宏（
昭
和
36
年
卒
）　
文
京
区

高
校
時
代
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
創
っ
た
。

大
学
で
は
地
理
学
研
究
会
を
始
め
た
。
そ
し

て
社
会
に
出
て
セ
ゾ
ン
カ
ー
ド
を
中
心
と
す

る
フ
ァ
イ
ナ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
を
創
業
し
た
。

運
と
ツ
キ
の
法
則
で
全
て
う
ま
く
い
っ
た
。

感
謝
！！

松
原
　
茂（
昭
和
37
年
卒
）　
草
加
市

昨
年
80
才
と
な
り
、
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
か
ら
草
加
市
へ
転
居
し
ま
し

た
。

木
戸
　
晃（
昭
和
38
年
卒
）　
所
沢
市

大
学
勤
務
時
代
に
放
射
線
関
係
に
所
属
し
て

い
た
関
係
で
、
久
し
ぶ
り
に
西
麗
会
総
会
に

出
席
し
、
谷
川
先
生
の
授
業
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
野
和
義（
昭
和
39
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

昼
は
映
画
夜
は
酒
時
々
読
書
、
作
家
𠮷
川
英

治
の
言
葉「
我
以
外
、
皆
我
が
師
」が
好
き
で

す
。
会
う
人
出
会
う
も
の
す
べ
て
が
自
分
に

何
か
教
え
て
く
れ
る
先
生
だ
。
こ
ん
な
謙
虚

に
な
れ
た
ら
素
敵
だ
。

後
藤（
外
﨑
）妙
子（
昭
和
40
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

高
二
の
二
学
期
よ
り
西
高
生
と
な
っ
た
転
入

生
で
し
た
。
卒
業
し
て
そ
ろ
そ
ろ
六
〇
年
。

結
婚
し
て
五
六
年
。
長
く
生
き
て
い
ま
す

が
、
我
が
家
も
老
々
介
護
の
兆
し
で
す
。

大
賀
正
浩（
昭
和
41
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

銀
行
に
31
年
、
銀
行
の
命
に
よ
り
カ
ト
リ
ッ

ク
学
園
に
14
年
勤
務
、
67
歳
で
自
由
人
と
な

り
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
の
は

「
人
生
は
晴
れ
て
も
幸
せ
、
雨
で
も
幸
せ
」
と

思
う
事
が
原
点
に
あ
り
ま
す
。

大
熊
幸
雄（
昭
和
41
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

会
長
退
任
後
も
担
当
し
て
い
た
西
麗
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営
を
次
世
代
に
託
し
ま

し
た
。
村
上
明
夫
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
17

年
間
に
も
な
り
、
我
な
が
ら
驚
い
て
お
り
ま

す
。

増
子
啓
三（
昭
和
41
年
卒
）　
青
梅
市

1
9
6
5
年
8
月
、
高
校
3
年
生
の
夏
、
東

京
国
立
博
物
館
で
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
展
が
あ

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
A
子
さ
ん
が
、
前
売

り
券
を
買
っ
て
、
私
を
誘
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
人
生
初
め
て
の
デ
ー
ト
で
し
た
。

安
東
英
治（
昭
和
42
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

友
が
少
し
ず
つ
亡
く
な
っ
て
い
く
の
が
寂
し

い
で
す
。
孫
、
ひ
孫
が
全
部
で
15
人
、
長
生

き
を
し
て
成
長
を
見
た
い
で
す
が
？
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
ひ
孫
が
増
え
る
事
で
し
ょ

う
。
笑
顔
で
生
き
よ
う
。

杉
村（
増
田
）長
世（
昭
和
42
年
卒
）　
横
浜
市

〝
東
大
授
業
料
値
上
げ
抗
議
や
ま
ず
〟
の
報
。

六
十
余
年
前
、
朝
昼
購
買
パ
ン
一
食
を
も
っ

て
学
び
し
吾
。
パ
ン
値
上
げ
を
知
り
て
絶
望

し
怒
り
し
。
子
ど
も
食
堂
に
頼
り
学
ぶ
孫
ら

や
い
か
に
…
…
。

岡
本
孝
夫（
昭
和
43
年
卒
）　
横
浜
市

来
春
に
は
後
期
高
齢
者
。
身
体
が
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
何
と
か
生
き
て
い
ま
す
。

二
十
年
前
に
生
家
も
無
く
な
り
、
埼
玉
が
遠

く
な
り
ま
し
た
。

永
田
喜
雄（
昭
和
43
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

西
高
の
東
隣
り
の
町
会
の
自
治
会
長
（
山
崎

自
治
会
）
を
し
て
い
ま
す
。
西
高
裏
か
ら
始

ま
る
桜
並
木
は
、
見
沼
田
圃
の
名
物
で
す
。

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ゴ
ミ
拾
い
等
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

岩
渕
　
豊（
昭
和
44
年
卒
）　
守
谷
市

昭
和
41
年
新
入
学
生
8
人
で
野
球
同
好
会
を

作
り
活
動
、
生
徒
総
会
で
部
と
し
て
承
認
を

得
て
、
軟
式
野
球
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

南
関
東
大
会
に
出
場
し
保
土
ヶ
谷
球
場
で
試

合
、
横
浜
中
華
街
で
食
事
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

浅
野
香
代
子（
昭
和
45
年
卒
）　
鎌
倉
市

環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
人
工
芝
に
反
対
し
ま

す
。

そ
の
土
地
に
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等

を
植
え
て
食
育
を
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。

小
島
健
一（
昭
和
45
年
卒
）　
大
阪
市
北
区

学
生
時
代
、
西
高
の
同
期
と
何
回
か
夏
山
登

山
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
年
退
職
後
、
何
故

か
再
開
。
関
西
の
低
山
中
心
で
す
が
、
近
年

は
ほ
ぼ
毎
週
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
お
り
ま

す
。

和
田
和
子（
昭
和
45
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

西
高
バ
ス
ケ
部
O
G
で
す
。
現
在
部
活
顧

問
・
前
顧
問
も
バ
ス
ケ
部
O
G
の
方
で
す
。

さ
い
た
ま
市
内
の
教
職
員
の
中
に
浦
西
出
身

の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
浦
西
卒
業

生
の
誇
り
で
す
。

岩
城
真
幸（
昭
和
47
年
卒
）　
北
広
島
市

こ
と
し
6
回
目
の
年
男（
72
才
）で
す
。
あ
と

何
回
年
男
で
き
る
か
な
～
？？

で
き
れ
ば
あ
と
2
回
（
96
才
）
ま
で
生
き
た

い
。
ち
ょ
っ
と
よ
く
ば
り
か
な
！！

ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
姉
貝
瀬
文
子
は
昨
年
十
一
月
に
八
十
七
歳
で

永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

相
見
陽
介（
昭
和
32
年
卒
）　
狭
山
市

前
略　

父（
陽
介
）は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

碓
井
恒
夫（
昭
和
32
年
卒
）　
鴻
巣
市

二
〇
二
二
年
七
月
三
十
一
日
に
永
眠
し
ま
し

た
。
西
高
の
思
い
出
を
語
り
あ
っ
た
楽
し
い

日
々
を
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。

�

昭
和
63
年
卒
次
男

枻
川
　
守（
昭
和
32
年
卒
）　
桶
川
市

2
0
2
3
年
8
月
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

代
筆
：
家
族
一
同

細
渕（
笹
川
）和
子（
昭
和
32
年
卒
）　
西
多
摩
郡

令
和
四
年
六
月
二
五
日
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

由
良（
保
坂
）良
子（
昭
和
32
年
卒
）　
西
宮
市

妻　

良
子
は
令
和
三
年
十
一
月
九
日
永
眠
い
た

し
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

夫

梅
澤（
三
沢
）怜
子（
昭
和
32
年
卒
）　
ふ
じ
み
野
市

令
和
5
年
10
月
27
日
に
85
歳
に
て
永
眠
い
た
し

ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。�

長
男

下
田
俊
武（
昭
和
33
年
卒
）　
入
間
郡

父　

下
田
俊
武
が
２
０
２
３
年
11
月
14
日
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

�

子　

下
田
竜
次

大
出（
沼
口
）靖
子（
昭
和
34
年
卒
）　
川
口
市

令
和
五
年
十
一
月
二
日
死
去
し
ま
し
た
。

田
中
二
三
男（
昭
和
35
年
卒
）　
川
越
市

父　

田
中
二
三
男
は
令
和
三
年
十
二
月
に
永

眠
し
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

長
男

高
橋（
安
藤
）敦
子（
昭
和
37
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

母
は
2
0
2
0
年
1
月
23
日
に
76
歳
で
他
界
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し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。�

長
男

鈴
木
清
史（
昭
和
37
年
卒
）　
鴻
巣
市

夫
は
桜
を
見
ず
に
令
和
6
年
3
月
19
日
亡
く

な
り
ま
し
た
。
社
会
運
動
に
捧
げ
た
人
で
し

た
。
鴻
巣
革
新
懇
と
い
う
団
体
で
は
市
内
三
十

カ
所
以
上
を
月
一
で
放
射
線
量
を
計
り
、
今
も

仲
間
が
続
け
て
い
ま
す
。

髙
林
勁
一（
昭
和
37
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

昨
年
十
二
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。�

姉
よ
り

野
田
　
剛（
昭
和
37
年
卒
）　
平
塚
市

生
前
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
野
田
剛

は
令
和
五
年
五
月
十
三
日
病
死
い
た
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
又
皆
様
に
は
野

田
の
分
長
生
き
し
て
下
さ
い
ま
す
様
に
。

工
藤（
粟
野
）恵
美
子（
昭
和
40
年
卒
）　
藤
沢
市

令
和
六
年
一
月
六
日
に
永
眠
致
し
ま
し
た
。

磯
　
不
二
男（
昭
和
41
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

令
和
六
年
一
月
に
永
眠
致
し
ま
し
た
。
科
学
部

仲
間
と
良
く
出
掛
け
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加
藤
圭
子（
昭
和
41
年
卒
）　
蕨
市

加
藤
圭
子
で
す
が
、
令
和
五
年
十
二
月
に
亡

く
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

上
野
邦
雄（
昭
和
45
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

弟　

上
野
邦
雄
が
令
和
四
年
八
月
四
日
に

七
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た
。
生
前
に
賜
り
ま

し
た
ご
厚
情
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

兄　

上
野　

晃

澁
谷（
島
田
）嘉
子（
昭
和
45
年
卒
）　
大
田
区

連
絡
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
妻
は
令
和
2
年

4
月
に
他
界
い
た
し
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
田
龍
一（
昭
和
46
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

夫
は
令
和
五
年
六
月
に
永
眠
致
し
ま
し
た
。

小
沢（
小
林
）紀
美
子（
昭
和
47
年
卒
）　
越
谷
市

母
校
を
誇
り
に
思
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
今
で
も
い
つ
で
も
高
校
生
の
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
変
わ
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
西
高
チ
ル
ド
レ
ン
で
ご
ざ

い
ま
す
。

町
田
克
典（
昭
和
47
年
卒
）　
川
口
市

50
年
振
り
に
母
校
を
再
訪
。
懇
親
会
に
友
人

と
参
加
し
、
校
内
を
散
策
。
古
び
た
校
舎
、

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
庭
の
池
、
何
も
か
も

が
懐
か
し
か
っ
た
。
来
し
方
を
振
り
返
る
自

分
が
そ
こ
に
い
た
。

宇
田
川（
山
田
）成
子（
昭
和
47
年
卒
）　
北
本
市

半
年
の
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
経
て
家
を
建
て

替
え
ま
し
た
。
客
室
に
エ
ア
コ
ン
が
入
り
、

日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー
の
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ

イ
が
復
活
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
青
年
を
家
族

で
迎
え
ま
し
た
。

川
上
行
生（
昭
和
48
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

昨
年
の
4
月
に
学
年
同
窓
会
を
開
催
し

1
0
0
名
近
い
同
窓
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
卒
業
以
来
50
年
、
懐
か
し
い
友
と
再

会
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
数
年
後

に
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

松
岡
　
毅（
昭
和
48
年
卒
）　
藤
沢
市

昨
冬
初
訪
米
し
娘
家
族
と
カ
リ
ブ
海
船
旅
を

楽
し
み
ま
し
た
。
米
国
生
活
に
も
慣
れ
良

か
っ
た
。
今
年
は
ル
ビ
ー
婚
に
古
希
を
迎
え

ま
し
た
。
今
後
は
孫
の
成
人
ま
で
健
康
に
人

生
を
過
ご
し
ま
す
。『
呼
々
四
十
年　

女
房
元

気
で　

留
守
が
い
い
』

高
橋
秀
樹（
昭
和
49
年
卒
）　
所
沢
市

久
し
ぶ
り
に
1
・
2
年
次
と
3
年
次
の
ク
ラ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
半

世
紀
経
ち
、
年
は
重
ね
ま
し
た
が
、
気
持
ち

は
皆
50
年
前
の
ま
ま
西
高
生
で
し
た
。

夏
坂
真
澄（
昭
和
49
年
卒
）　
渋
谷
区

多
摩
地
区
の
私
立
学
校
の
経
営
に
携
わ
っ
て

お
り
、
毎
朝
6
時
前
に
家
を
出
る
生
活
で

す
。
規
則
正
し
い
生
活
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、
な
ま
け
も
の
に
は
丁
度
い
い
の

か
、
と
思
っ
て
ま
す
。

松
葉
　
元（
昭
和
49
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。
11
月
7
日
に
南
浦

和
に
ひ
っ
こ
し
ま
し
た
。

大
崎
栄
一（
昭
和
50
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

思
い
が
け
な
く
大
病
を
患
い
緊
急
手
術
を
受

け
て
入
院
し
ま
し
た
。
楽
し
み
だ
っ
た
学
年

同
窓
会
に
出
席
で
き
ず
残
念
至
極
。
喜
び
は

西
麗
会
員
の
娘
が
良
縁
に
恵
ま
れ
結
婚
、
本

当
に
良
か
っ
た
。

清
宮
千
加
男（
昭
和
50
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

現
在
、
大
宮
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
絵

画
と
か
、
バ
ス
旅
行
で
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と

か
、
か
ま
く
ら
の
大
仏
様
と
か
、
横
浜
中
華

街
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
気
長
に
生
き
て
い

ま
す
。

岩
田（
森
山
）由
美
子（
昭
和
50
年
卒
）　
所
沢
市

卒
業
50
周
年
の
同
窓
会
は
最
高
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。
皆
面
影
が
あ
り
す
ぐ
に
わ
か
り
高

校
生
に
戻
っ
た
一
日
で
し
た
。
幹
事
さ
ん
達

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
感
謝
で
す
！

槌
田（
赤
羽
根
）敬
子（
昭
和
51
年
卒
）　
神
戸
市

二
回
も
人
工
股
間
節
置
換
手
術
を
し
た
の

に
、
今
度
は
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
っ

て
（
泣
）。
生
涯
痛
み
と
の
闘
い
か
。
で
も
、

投
稿
文
が
毎
日
、
神
戸
新
聞
に
二
回
掲
載
さ

れ
た
の
で
嬉
し
い
で
す
！

石
川（
大
熊
）理
恵（
昭
和
51
年
卒
）　
板
橋
区

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
同
窓
会
が

昨
年
二
月
に
開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
旧
友

た
ち
に
会
え
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

幹
事
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
成
信（
昭
和
51
年
卒
）　
世
田
谷
区

８
月
に
能
登
半
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
道
路
陥

没
や
家
屋
破
損
が
散
見
さ
れ
、
厳
し
い
情
況

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
現
地
で
の
西
高
関
係

者
も
含
め
た
皆
様
の
努
力
に
感
謝
し
つ
つ
復

興
を
祈
念
致
し
ま
す
。

浅
見
宗
徳（
昭
和
52
年
卒
）　
上
尾
市

東
京
の
桜
が
開
花
し
た
本
日
、
強
風
に
あ
お

ら
れ
た
ド
ア
が
隣
の
車
を
傷
つ
け
る
事
故
を

起
こ
し
警
察
の
方
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
も
強
風
の
日
の
ド
ア
に
は
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

齋
藤
伸
之（
昭
和
52
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

令
和
六
年
六
月
、
四
年
振
り
に
北
海
道
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
四
年
七
月
か
ら
人
工
透
析
生
活
に
な
り

ま
し
た
が
、
あ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
頑

張
る
予
定
。

髙
橋
敏
也（
昭
和
52
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

昨
年
ま
で
は
母
校
の
近
く
に
居
住
し
て
お

り
、
度
々
母
校
を
覗
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
10
月
に
浦
和
駅
近
く
に
転
居
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
年
も
き
れ
い
な
桜
が
咲
い
て
い

る
で
し
ょ
う
ね
。
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生
前
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

妻

環（
岩
田
）由
美
子（
昭
和
47
年
卒
）　
藤
沢
市

令
和
六
年
二
月
に
妻
由
美
子
（
旧
姓　

岩
田
）

は
他
界
し
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。�

夫　

環　

博

海
蓋
　
仁（
昭
和
48
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

夫
海
蓋
仁
は
令
和
五
年
八
月
九
日　

六
十
八

才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
生
前
の
ご
厚
情

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

妻　

裕
子

榎
本（
神
保
）量
子（
昭
和
49
年
卒
）　
鎌
倉
市

妻　

量
子
は
令
和
四
年
六
月
二
十
日
に
永
眠

致
し
ま
し
た
。
生
前
の
御
厚
情
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

榎
本
博
久

白
田
敬
治（
昭
和
53
年
卒
）　
水
戸
市

兄
、
白
田
敬
治
は
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
六
日

に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。�

妹

五
十
嵐
朋
子（
平
成
3
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

娘
朋
子
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
十
日
に
他
界
し

ま
し
た
。
五
十
才
の
若
さ
で
、
人
生
を
閉
じ
ま

し
た
。
西
高
で
は
良
き
友
人
に
恵
ま
れ
楽
し
ん

だ
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「西麗会会報」は

インターネットでも

お読みいただけます。

バックナンバーも含め、本会ホームページ

上に掲載しています。

学校が発行しているものではありません。

学校に会報の送付を依頼することはご遠慮

ください。

過去５年分のバックナンバーは、西麗会総

会の際に展示しています。

小
田
郁
子（
昭
和
53
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

浦
和
西
高
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会
が
中
心
と
な

り
、
寄
付
を
募
っ
て
２
０
２
４
年
９
月
末
に

埼
玉
県
立
高
校
初
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

完
成
。
我
が
校
の
基
本
理
念
の
「
自
主
自
立
」

の
精
神
の
賜
物
。

河
野
　
正（
昭
和
53
年
卒
）　
所
沢
市

40
年
勤
め
た
証
券
会
社
を
65
歳
で
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
人
生
百
年
時
代
、イ
ン
フ
レ
ヘ
ッ

ジ
で
新
N
I
S
A
に
よ
る
証
券
投
資
は
有
効

で
す
が
余
裕
資
金
の
範
囲
内
で
資
産
分
散
も

お
忘
れ
な
く
。

鳥
羽（
吉
澤
）恵（
昭
和
53
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市
議
2
期
目
。
一
昨
年
の
西
麗
会

総
会
で
、
最
も
お
世
話
に
な
っ
た
梅
澤
先
生

の
数
学
の
授
業
を
受
け
、
4
年
ぶ
り
の
女
子

バ
ス
ケ
O
G
会
で
は
昭
和
45
年
卒
か
ら
令
和

6
年
卒
ま
で
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
原（
岩
田
）真
理
子（
昭
和
55
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

バ
ト
ン
部
O
G
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
が
…
今

は
昔
無
か
っ
た
管
弦
楽
部
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
定
演
を
観
に
行
き
ま
す
よ
～
♫

素
晴
ら
し
い
で
す
。

田
中
幸
治（
昭
和
56
年
卒
）　
西
多
摩
郡

還
暦
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
す
。
2
0
1
8
年
の
同
窓
会
を

き
っ
か
け
に
同
窓
生
6
人
で
バ
ン
ド
を
結
成

し
、
2
、
3
ヶ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
滋（
昭
和
57
年
卒
）　
新
座
市

還
暦
同
窓
会
に
て
、
旧
友
ま
た
新
た
な
友
を

得
る
こ
と
が
出
来
、
多
謝
で
す
。
先
生
の
お

元
気
な
姿
に
安
堵
し
ま
し
た
。

小
生
新
年
度
某
私
学
の
事
務
員
採
用
と
な
り

ま
し
た
。

久
保
田
学（
昭
和
58
年
卒
）　
ふ
じ
み
野
市

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
・
ロ
ン
ド
ン

の
生
活
を
終
え
、
再
び
埼
玉
県
民
に
な
り
ま

し
た
。

中
井（
新
谷
）葉
子（
昭
和
63
年
卒
）　
吹
田
市

卒
業
か
ら
36
年
後
の
同
窓
会
へ
。
先
生
方
や

旧
友
達
に
覚
え
て
も
ら
っ
て
い
て
感
激
。
次

回
は
還
暦
の
頃
に
や
る
と
の
事
。
そ
れ
ま
で

皆
健
康
で
い
て
下
さ
い
。
幹
事
お
疲
れ
様
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

尾
中（
竹
田
）美
紀（
昭
和
63
年
卒
）　
川
崎
市

帰
省
し
て
西
麗
会
総
会
の
記
念
授
業
に
出

席
。
別
日
、
西
高
同
級
生
の
素
晴
ら
し
い
お

友
達
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
と
ラ
ン
チ
が
で
き
、
令

和
6
年
も
あ
り
が
た
い
学
び
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

馬
場
則
雄（
平
成
元
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

最
近
の
私
の
趣
味
と
い
え
ば
車
磨
き
で
す
。

車
乗
り
た
て
の
頃
は
週
末
は
洗
車
場
が
行
列

で
し
た
。
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
車
で
夜
中
ま

で
ド
ラ
イ
ブ
。
一
人
で
も
友
人
と
何
台
か
で

も
。
懐
か
し
い
で
す
。

糸
井
　
陽（
平
成
2
年
卒
）　
静
岡
県
駿
東
郡

サ
ッ
カ
ー
部
仲
西
先
生
の
英
姿
を
拝
見
し
脊

椎
外
科
医
の
私
も
背
筋
が
伸
び
ま
し
た
。
人

工
芝
化
で
更
な
る
発
展
を
願
う
一
方
で
特
有

の
外
傷
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
是
非
導
入
前
か

ら
対
策
を
。

片
岡
伸
夫（
平
成
2
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

娘
が
西
高
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
式
に
も

出
席
し
校
歌
を
聴
い
た
の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ

う
か
。
文
化
祭
に
も
行
き
ま
し
た
。
何
も
か

も
が
懐
か
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
が
増

え
ま
し
た
。

中
里
史
朗（
平
成
2
年
卒
）　
新
座
市

卒
業
し
て
30
年
以
上
経
っ
た
今
も
な
お
同
級

生
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
仲
間
と
旧
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
大
輔（
平
成
4
年
卒
）　
さ
い
た
ま
市

中
3
の
長
女
と
中
1
の
次
女
が
西
高
に
行
き

た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
2

人
揃
っ
て
通
え
る
事
に
な
っ
た
ら
、
こ
ん
な

に
嬉
し
い
事
は
な
い
と
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。

竹
内
大
介（
平
成
5
年
卒
）　
桶
川
市

息
子
は
中
学
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
土
で
す
。
人
工
芝

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
陰
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。

長
尾（
北
沢
）亜
希
子（
平
成
10
年
卒
）　
鎌
ケ
谷
市

お
元
気
で
す
か
？
長
野
・
愛
知
を
経
て
、
今

春
か
ら
千
葉
で
の
生
活
に
な
り
ま
す
。
久
し

ぶ
り
の
関
東
で
の
生
活
、
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

田
中
啓
介（
平
成
12
年
卒
）　
柏
市

卒
業
か
ら
25
年
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
西
高
を
応
援
し
続
け

ま
す
。
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創立90周年記念講演会　2024年11月1日
　埼玉会館大ホールにて

人工芝グラウンド完成披露式　2024年11月11日

式典後の記念試合

花束を手に

仲西駿策先生と加藤校長

講演に拍手で応える在校生

記念講演「友と語り合った日 ：々西高は夢へのスタートライン」
小木逸平さん

記念授業　谷川洋先生　2024年５月26日

総会後の懇親会　校歌斉唱

記念事業実行委員長を務めた島﨑富夫西麗会会長

フ ォ ト
レポート
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昭和18年卒
（旧６回）
荻原　慎子

昭和23年卒
（旧11回）
岡本　明子
鈴木　栄子
花井喜久江

昭和26年卒
（３回）
岡田　幸子

昭和27年卒
（４回）
田中まさ子
林　　敏子

昭和29年卒
（６回）
守屋　郁子
梅村　凉子

昭和30年卒
（７回）
小林　茂水
貫井　博之

昭和31年卒
（８回）
小林　寿一
松本　　晃
栗本　東子
冷水　俊朗
田島　洋子

昭和32年卒
（９回）
長谷川愿子
木村みづほ
小林　久江
高山　和恵
椎名　　弘
髙木　二郎

昭和33年卒
（10回）
豊島　泰之
古畑喜美子
七澤　通雄
七澤　敏子
竹ノ谷光美
町田　利之
星野　孝子

昭和34年卒
（11回）
堀野　忠夫
中枝　和子
岡﨑　輝子
髙橋　幸雄

昭和35年卒
（12回）
菊池　桂子
杉田香津江
田中　衣子
竹ノ谷裕子
松田　正剛
髙橋　照司
神本　喜之
高橋　正臣
八木　　正
吉村　克昌
髙橋　　衛
髙橋恵美子

昭和36年卒
（13回）
輿水　敏男
髙橋　司全
海老原　稔
宮﨑　通泰

斎須　祥子
金子　正人
河原塚洋三
齋藤　庸夫
島宗　俊郎
神谷　尚武
桜井孝一郎
林野　　宏

昭和37年卒
（14回）
井上　昌昭
松原　　茂
森山　　章
吉岡　信二
渡辺　勝洋
藤井　克己

昭和38年卒
（15回）
池野　良子
関　　延子
荒巻　英夫
小牧　武夫
粕谷　　久
中河原喬一
吉野　輝雄
浦田　政一
木戸　　晃

昭和39年卒
（16回）
那須　雅江
福島　珠代
村井　公子
小沼小夜子
田中　裕子
那須　弘美
佐野　和義
山田　康博
宇治田　進
内山　一郎
榎本　正次
金子　芳雄
野口　為公
村井　勝美
大城戸一彦
佐藤　誠造
森　　　茂
山田　信彦

昭和40年卒
（17回）
山口　幸男
山田　孝子
石井　重寿
蛭間　規光
丹野瑳喜子
野口　保仁
藤波　　繁
松本　　薫
富田　　穰
服部　光之
後藤　妙子
中嶋　昌子
野口　哲夫

昭和41年卒
（18回）
市ケ谷弘司
長島喜代子
宇根　　等
大賀　正浩
神田　敏男
佐藤　陽二
新藤　文男
枡田　栄作
江川　　清
川島　久男
佐藤　裕子
関根　燿子
髙橋みつ子
池澤　堯彦
増子　啓三

松村　光雄
岡本　珠夫
田中　昭吾
大熊　幸雄
小林　宏敬
平田　春夫

昭和42年卒
（19回）
富岡　孝雄
綾部　登久
稲垣　　昇
田中　孝一
轟　　和夫
伊藤きみ子
丸山　宮子
安東　英治
阿部　輝雄
甲斐　佳晶
斉藤　　勉
杉村　長世
井上千津子
榎本　信子
河合のり子
佐竹恵津子
松本知歌子
川崎由紀子
武田　京子
田中　すえ
町田三枝子
上野　典世
佐藤　良雄
斉藤　憲一
長久保洋二

昭和43年卒
（20回）
岡本　孝夫
田中　　勉
永田　喜雄
西村　富夫
安楽真知子
三谷　真弓
板野　敏子
礒田喜美子
高木　栄子
片岡　素子
山下　和子

昭和44年卒
（21回）
安藤　　昭
外山　雅一
野原　文規
斎藤　芳昭
古館　　勲
辻　　久枝
石井　　均
金子　正男
河西　公子
都築かつよ
丸山　紀子
中村　洋子
小林三喜男
榊原　啓子
田中貴代子
雨宮　礼一
岩渕　　豊
中島　恒雄

昭和45年卒
（22回）
佐藤　淳子
吉田　和枝
島﨑　富夫
花俣　宏子
堀田美枝子
和田　和子
綿貫　保子
島　　茂美
小林　妙子
佐々木恵子
島　　泰子
中野千枝子

吉田　待子
永井　隆史
林　　一雄
寺木眞一郎
細渕　邦彦
阿部　博之
新井　康俊
金子　　弘
芝﨑　眞理
竹内　正二
井原　誠吉

昭和46年卒
（23回）
笠原　典子
有賀　浩治
宮本知恵子
舩津　徳英
岡田美枝子
武藤　智江
今成　博茂
千田　晃二
小峯　晴美
林　　則彦
三須　康子
和田　益子

昭和47年卒
（24回）
福井　一夫
宇田川成子
岩城　真幸
塩見　幸子
野口万里子
今岡　章夫
志水　　茂
海老瀬洋子
細田　陽子
酒井　久之
白石　哲郎
平松　義昭
町田　克典
兼　　良子
高須　雅己
白井　晴美
林　　明美
福田　定男
間山　和幸
高橋理恵子
小谷野博史
津田　和子

昭和48年卒
（25回）
安藤　裕子
今井　敏明
高橋　厚夫
星　俊太朗
海老沢さち子
加藤　政江
高橋　律子
野口佳代子
橋本友美子
竹内まり子
荒川　薫雄
川上　行生
鈴木　芳夫
松岡　　毅
須崎　　弘
上原　節子
吉倉　康晴
吉田　　翕
千明　雅子

昭和49年卒
（26回）
大野　寿子
高橋　秀樹
成田　　寛
松葉　　元
鈴木　永子
田中　則夫
岡田　曜子
武井　隆一

加藤えみ子
武田　玲子
草彅　正美
島内　則子
野間　　薫
夏坂　真澄
平田　理志

昭和50年卒
（27回）
小島　健一
清宮千加男
岩田由美子
田子　和明
富樫　正紀
竹内　　斎
小倉　優子
青山　　篤
大崎　栄一
森　　真一
河村　郷子
斉藤　　登
豊田　　勉
長澤　　実

昭和51年卒
（28回）
木村　佳子
池田　啓一
黒須　　仁
鴫原　勝久
舩橋　由美
村田　　篤
伊藤　京子
大迫　義谷
酢崎　利夫
石川　理恵

昭和52年卒
（29回）
早乙女宣明
亀山　浩一
藤原　秀夫
星　　葉子
浅見　宗徳
齋藤　伸之
配嶋　幹雄

昭和53年卒
（30回）
逸見　正子
河野　　正
後藤　美子
御法川恵美
武藤　英子
内田　圭子
小田　郁子
長谷山恵子
石原　早苗
大塚　昭之
渡部　智博
武田真由美
中塚　紀子
赤羽　明宏
池田　文典
山田　　治
鈴木　文惠
和田　哲也
阿達ヒトミ

昭和54年卒
（31回）
荒井　　一
中村　裕一
今井麻佐子
五十嵐克篤
冨田由賀子
小見　恵一
松浦　景隆
海老沼公一
山谷　優子
山田　誠一
小林　　功
郷　由美子

泉名　泰之
桐永香百里

昭和55年卒
（32回）
松本　和幸
吉田　浩子
信沢　雅志
杉山　利行
杉井美佐子
大澤　浩司
根本みどり
小野　裕子
佐藤　雄一
今原真理子
平井　順子
田口　久徳
山下　勝矢

昭和56年卒
（33回）
千田　　寛
戸田　　仁
中井川　誠
近藤久美子
田中　幸治
宇和野真由美
吉岡　典子
板橋　安夫
吉田　新一
山崎智与里
大塚　　紫
黒沢　　豊

昭和57年卒
（34回）
中野　則子
吉田　浩之
山崎　正一
小橋　和則
小林　　誠
福川　英司
追立真由美
平井　敦子
福島久美子

昭和58年卒
（35回）
佐藤　真澄
森下　利佐
飯野　智子
忠末　修二
中村　克巳
杉浦　弥生
小山田晃裕
安藤　晴美

昭和59年卒
（36回）
相沢　浩幸
平　　明夫
坂槙　直美
初田　千秋
濱野　広悦
小椋　美紀
齊田　絹惠
中西　博子
伊藤　育子
三野　裕之
渡邉　ルミ

昭和60年卒
（37回）
高橋　　臣
山中　英実
玄間　千秋
間瀬　功一
吉井　和子
江草　文子
加藤　美和
笠井千奈美
青木　　香
青木　幹雄
仙澤　　隆

佐藤　幸江
増田　恵子
児玉　朋子
山田　照子

昭和61年卒
（38回）
信田　照幸
長谷川友孝
内田　有紀
牛山　茂樹
大沼　孝明
相沢喜一郎
佐藤　洋子
平野　陽子
吉田　泰子
菅間　智義
高久圭二郎
茂木　秀俊

昭和62年卒
（39回）
鈴木　成子
市野　陽子
小瀬　隆一

昭和63年卒
（40回）
坂下　有香
碓井　兼夫
栗原　秀夫
尾中　美紀

平成元年卒
（41回）
田村　隆宏
笹本　紀子
栗原　英一
楠瀬久美子

平成２年卒
（42回）
森切　瑞恵
中里　史朗
北原　路子
鈴木さおり
片岡　伸夫
太田　典利

平成３年卒
（43回）
相馬　知伸
諸田　輝代
森泉　和宏
新井　　均

平成４年卒
（44回）
大西　　徹
橋本　雅子
本間　幸信

平成５年卒
（45回）
髙畑あづみ
竹内　大介

平成６年卒
（46回）
佐藤　貴史
実藤　雅史
澤田　尚美
ナカネカオル
岩本　和久

平成８年卒
（48回）
和田　牧子

平成９年卒
（49回）
小畑　倫央
大塚信之介

平成10年卒
（50回）
井上　嘉美
片岡　浩一
菅原　章子

平成11年卒
（51回）
半田　亮子
飯島　大輔
阿部　　愛
藤見　　歩
久良木基広

平成12年卒
（52回）
清徳　史雄
津留崎治子
田中　啓介
橋本　正法

平成13年卒
（53回）
佐々木　崇
大栗　利恵
原田　尚仁
市村　里紗

平成14年卒
（54回）
有馬　元明
岡田　恵甫

平成15年卒
（55回）
榊　　愛郎
松澤あゆみ
真田　　郁

平成16年卒
（56回）
加藤　まみ

平成17年卒
（57回）
武川　葉月

平成18年卒
（58回）
黒米　敏弘
門倉　智弘
小野寺祐子

平成19年卒
（59回）
三善　隆弘
松田裕太朗

平成20年卒
（60回）
宮代　孝洋

平成21年卒
（61回）
松田　　巴

平成22年卒
（62回）
福島　有夏

平成24年卒
（64回）
大崎友理華
深井　　秀

平成25年卒
（65回）
河村　尚直
天内　優子
福島　康弘

平成26年卒
（66回）
吉岡　希光
福田　有香

平成30年卒
（70回）
森切　遥海
福世　航大

令和２年卒
（72回）
忠末　陽輝

令和４年卒
（74回）
山田　涼平

2024年度　　寄付者のお名前（敬称略）　　１月末日締め

いつも尊いご寄付をありがとうござい
ます。
同封の払込取扱票を利用していただく
と払込手数料の152円〜527円は西麗
会が負担します。
ダイレクトバンキング等をご利用の場
合、お名前の後に卒業年を明記してく
ださるようお願いします。

ダイレクトバンキングも
ご利用ください

団体
昭和50年卒業学年同窓会一同
昭和58年卒還暦同窓会一同
昭和59年卒業学年同窓会一同
昭和63年卒業同窓生有志一同
令和６年３月卒業生一同



西 麗 会 会 報 2025年（令和７年）３月25日（10）第 49 号

�
幹
事
代
表　

綿
貫
保
子

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
開
催
を
見
送
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
古
希
の
記
念
同
窓
会
が
、
３
年
遅

れ
で
2
0
2
4
年
６
月
８
日
に
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル

パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
70
名
の
参
加
者
が
集
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に

１
次
会
は
お
開
き
に
、
続
い
て
の
２
次
会
も
予

定
よ
り
多
い
人
数
が
参
加
（
ほ
ぼ
全
員
）。
そ
れ

で
も
別
れ
が
た
く
３
次
会
突
入
。
も
し
コ
ロ
ナ

が
な
け
れ
ば

御
出
席
さ
れ

た
で
あ
ろ
う

恩
師
山
口
先

生
を
始
め
鬼

籍
に
入
っ
て

し
ま
っ
た

同
級
生
た
ち

を
偲
び
、
４

年
後
の
喜
寿

の
同
窓
会
で

の
再
会
を
約

束
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

今
回
出
席
で

き
な
か
っ
た

皆
さ
ん
も
次

回
は
体
調
を

整
え
て
ぜ
ひ

お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！

　
　

代
表
幹
事　

３
年
４
組

�

柴
田
晴
美（
旧
姓
）

　

卒
業
か
ら
41
年
、
還
暦
を
迎
え
る
年
齢
と
な

り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
２
０
２
４
年
11
月
16
日

（
土
）、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
14
階
の「
天
空
の

ジ
パ
ン
グ
」に
て
学
年
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

卒
業
か
ら

長
い
年
月
が

た
ち
、
連
絡

先
が
分
か
ら

な
い
同
級
生

が
増
え
る
な

か
、
多
く
の

方
々
の
協
力

を
得
て
、
約

６
割
の
同
級

生
と
連
絡
を

取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は

全
同
級
生

の
3
分
の
１

以
上
に
あ
た

る
１
６
１
名

と
、
３
年
時

の
ク
ラ
ス
担

任
だ
っ
た
武

井
先
生
、
島
田
先
生
、
毛
塚
先
生
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
大
盛
況
の
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
二
次

会
で
は
近
く
の
居
酒
屋
を
貸
し
切
り
に
し
て
、

１
２
２
名
が
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。一
次

会
、
二
次
会
と
も
に
夢
の
よ
う
な
時
間
で
、
あ
っ

と
い
う
間
の
４
時
間
で
し
た
。

�

幹
事　
　

藤
田　

衛

　

去
る
２
０
２
４
年
９
月
16
日
に
ホ
テ
ル
ブ
リ

ラ
ン
テ
武
蔵
野
に
て
「
卒
業
50
周
年
記
念�

昭
和

50
年
卒
業
学
年
同
窓
会
2
0
2
4
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
い
ま
ま
で
、
卒
業
10
周
年
、
20

周
年
、
25
周
年
、
30
周
年
、
35
周
年
、
40
周
年
、

還
暦
記
念
に
続
い
て
の
８
回
目
で
、
今
回
は

１
１
１
名

の
同
窓
生

に
集
ま
っ

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、

峯
岸
代
表

幹
事
か
ら

挨
拶
、
亡

く
な
っ
た

方
へ
の
黙

祷
、
50
年

間
い
ま
ま

で
や
っ
て

き
た
幹
事

会

メ

ン

バ
ー
の
解

散
の
話
が

あ
り
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン

ト
は
、
一

次
会
が
始

ま
る
前
に

別
室
で
30
周
年
に
制
作
さ
れ
た
「
バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
」
ビ
デ
オ
の
放
映
会
、
一
次
会
で
は
思

　

昭
和
54（
１
９
７
９
）年
卒

　
　
　
　
　
　

同
窓
会
を
開
催

�

田
中
真
人

　

２
０
２
４
年
１
月
６
日
に
東
天
紅
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ

大
宮
店
に
て
、
昭
和
54
年
卒
業
の
同
窓
会
を
４
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
恩
師
の
楚
山
大
和
先
生
、
芹
川
真
澄
先

生
、
野
村
秀
雄
先
生
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

１
２
２
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
、先
生
方

の
ご
挨
拶
、歓
談

の
後
に
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
各

ク
ラ
ス
１
名
の

代
表
が
近
況
報

告
の
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た

が
、大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
多

く
全
体
写
真
が

撮
影
困
難
で
ク

ラ
ス
ご
と
に
写

真
撮
影
し
た
後
、
校
歌
を
合
唱
、
次
回
の
開
催
は

２
０
２
７
年
を
確
認
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

（
今
回
幹
事
：
弓
道
部
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

   

同
窓
会
だ
よ
り

今
日
だ
け
高
校
生

第
22
回
卒
業
生 

「
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
古
希
同
窓
会
」

「
卒
業
50
周
年
記
念 

昭
和
50
年
卒
業

学
年
同
窓
会
２
０
２
４
」開
催
の
ご
報
告

昭
和
58
年
卒

　

還
暦
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

い
出
の
曲
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
曲
の
披
露
、
二
次

会
で
は
１
年
、
２
年
、
３
年
の
段
階
で
同
ク
ラ

ス
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
集
い
、

懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

会
を
通
し
て
、
皆
楽
し
そ
う
で
幹
事
を
や
っ
て

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
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高
橋
千
剱
破（
ち
は
や
）さ
ん
を

　
　
　
　
　

し
の
ぶ
会
を
開
催

�

山
岳
部　

北
山
一
男
（
昭
和
41
年
卒
業
）

　

浦
和
西
高
山

岳
部
の
創
立
者

で
あ
り
、「
名
山

の
日
本
史
」
な

ど
の
著
者
で
も

知
ら
れ
た
高
橋

千
剱
破
さ
ん（
昭

和
36
年
卒
）が
、

２
０
２
４
年
１

月
６
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
岳
部
で
は

毎
春
、
同
窓
会

を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
４
月

７
日
、
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
が
経
営
す
る
浦
和
の
「
土

合
や
ぶ
」
に
お
い
て
、
高
橋
さ
ん
を
し
の
ぶ
会

を
開
催
し
、
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

昭
和
37

年
卒
の
北
田
氏
の
発
声
で
黙
と
う
、
献
杯
を
し

た
の
ち
、
山
を
通
し
た
高
橋
さ
ん
と
の
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
一
同
は
昔

の
山
の
思
い
出
な
ど
懐
か
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日
に
九
名
が
参
加
し
、
所
沢
市
の
山

口
観
音
、
狭
山
湖
、
ト
ト
ロ
の
森
、
堀
口
天
満
宮
、

所
沢
航
空
発
祥
記
念
館
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
舞
台
の
モ
デ

ル
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
ト
ト
ロ
の
森
で
は
、

雑
木
林
の
中
の
小
径
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。
所

沢
航
空
発
祥
記
念
館
で
は
、
日
本
の
飛
行
機
開

発
の
歴
史
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

文
責　

吉
田
浩
之
（
昭
和
57
年
卒
業
）�

　浦和西高校は2024年に創立90周年を迎えました。
　これを記念して「西高90周年記念誌」を発行し、在校生に配
布されました。
　卒業生には１冊1,500円（送料込み）にて販売します。払込
取扱票に「記念誌購入」と明記して送金してください。
　≪仕　様≫

Ａ４判　153ページ
（巻頭グラビア16ページを含む）

　≪ゆうちょ銀行払込口座≫
０２東京　００１９０−６−１７８４７４

　≪加入者名≫　
浦和西高等学校西麗会

　西麗会総会当日も販売します。

「西高90周年記念誌」を発行しました「西高90周年記念誌」を発行しました

情 報 秋山　陽祐 特別支援学校羽生ふじ高等学園

理 科 板垣　大海 大宮中央高校

国 語 吉﨑　正浩 蕨高校

英 語 白山　啓子 蕨高校・武南高校

数 学 上村　尚治 蕨高校

理 科 篠原　秀雄 茨城県立土浦第二高校

保健体育 齋藤　圭佑 所沢おおぞら特別支援学校

保健体育 関口　奈々 任期満了

社 会 高澤　有二 任期満了

家 庭 宮下　聡子 誠和福祉高校

事 務 長 滝沢　和弘 朝霞高校

お世話になった先生方 
令和六年度人事異動（敬称略）

　

ま
た
、
当
初
の
想
定
を
大
幅
に
上
回
る
数
の
参

加
者
が
あ
っ
た
た
め
、
い
た
だ
い
た
参
加
費
か
ら

余
剰
金
が
で
ま
し
た
。わ
ず
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
ち
ら
を
西
麗
会
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
の
連
絡
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
次
回
の
同
窓

会
の
連
絡
の
た
め
に
も
、kanrekiuranishi58@

gm
ail.com

�

に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
年
ぶ
り
の
理
事
会
研
修
旅
行

日時　2025年４月27日（日）15：00 ～
場所　ロイヤルパインズホテル浦和
西麗会会員名簿の住所に案内状を郵送しております。
お問い合わせは下記メールアドレスまで。
urawanishi1986@gmail.com

1986（昭和61）年卒　同窓会のご案内1986（昭和61）年卒　同窓会のご案内

訃
　
報

本
会
顧
問
　
小
林
茂
水
さ
ん

　

西
麗
会
第
二
代
会
長
小
林
茂
水
さ
ん
が

二
〇
二
五
年
二
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
西
高
在
学
中
は
生
徒
会

長
、
お
嬢
様
が
西
高
に
入
学
さ
れ
る

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
後
援
会
長
を
歴
任
。

一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で

二
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
西
麗
会
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
高
の
創
立
九
〇
周
年
事
業
の
成
功
を

見
届
け
る
よ
う
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。

　

母
校
を
愛
し
、
母
校
に
惜
し
み
な
く
尽

く
さ
れ
た
人
生
で
し
た
。

　

小
林
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

�

西
麗
会
会
長　

島
﨑
富
夫
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西
麗
会
会
報
第
49
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

浦
和
西
高
校
は
２
０
２
４
年
に
創
立

90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
10
年
後
の
西

高
１
０
０
周
年
を
西
高
は
、
そ
し
て
あ

な
た
は
、
ど
の
よ
う
に
迎
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

今
号
は
90
周
年
記
念
事
業
の
写
真
を

掲
載
し
た
の
で
「
西
高
通
り　

今
む
か

し
」
の
連
載
を
休
み
ま
し
た
。�

（
小
林
）

　
　
　

広
報
部

　
　
　
　

小
林　
　

功
・
杉
村　

長
世

　
　
　
　

堀
田
美
枝
子
・
岩
本　

和
久

　
　
　
　

片
岡　

浩
一
・
植
田　

高
史

編集・発行

西　麗　会
発行人　島﨑富夫
編集人　小林　功

〒330−0042
さいたま市浦和区木崎3−1−1
FAX�048（830）1117
西麗会メールアドレス
��info@seireikai.org
西麗会ホームページ
��http://www.seireikai.org

編
集
後
記

昨年度総会後の記念写真（万葉の庭にて）昨年度総会後の記念写真（万葉の庭にて）

	 2025年５月25日（日）
	 10：00			総会開会
	 11：00			記念授業
	 12：10			懇親パーティー
	 14：00			閉会予定

	 浦和西高50周年記念館

今
年
の
総
会
の
記
念
授
業
は
国
語
の
玉
井
春
美
先
生

　
　
「
紫
式
部
日
記
を
読
む
」

　

玉
井
先
生
は
浦
和
第
一
女
子

高
校
を
卒
業
・
埼
玉
大
学
大
学

院
文
化
科
学
研
究
科
修
士
課
程

を
修
了
後
、
蓮
田
高
校
に
奉
職

さ
れ
、
岩
槻
高
校
、
春
日
部
女

子
高
校
を
経
て
２
０
１
０
年
に

西
高
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
コ
ー
ラ
ス
に
勤
し
み
、

茶
道
で
は
大
日
本
茶
道
学
会
正
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

西
高
で
は
８
年
間
に
わ
た
り
教
科
指
導
（
国
語
）・
担
任
・

分
掌
（
進
路
指
導
）・
部
活
動
指
導
（
主
に
管
弦
楽
部
・
音
楽

部
顧
問
）
等
で
生
徒
を
導
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

古
典
の
授
業
で
は
、
単
に
古
い
も
の
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

現
代
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
普
遍
的
な
も
の
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
た
そ
う
で
す
。�

　

担
任
・
進
路
指
導
部
と
し
て
は
、生
徒
の
個
性
・
感
性
・
考
え
方
・

背
景
等
を
し
っ
か
り
と
み
て
、
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
伸
ば
す

こ
と
を
心
が
け
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

西
高
生
は
元
気
で
個
性
的
で
あ
る
が
、
他
者
へ
の
思
い
や
り

も
大
事
に
し
て
い
る
。
自
分
で
何
か
を
創
り
上
げ
る
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
い
る
。
理
論
的
に
入
念
な
準
備
を
し
て
自
分
を
追
い

切
っ
て
ほ
し
い
。
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

　

そ
ん
な
玉
井
先
生
の
授
業
が
５
月
25
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
平
安
の
世
に
浸
り
、
現
代
に
通
ず
る
知
恵
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

文
責　

阿
部
博
之
（
昭
和
45
年
卒
）

日　時

会　場

感染症等の状況により、総会・懇親会を中止することがあります。その場合、本会ホームページで告知しますので必ず
確認してからお出かけください。　西麗会ホームページ	http://www.seireikai.org

5月25日 （日）　
西 麗 会 総 会 ・ 記 念 授 業


